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１．概要 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構（ＪＡＸＡ）は、株式会社ロケットシステム（ＲＳ

Ｃ）からの委託に基づき、平成１７年度にＨ－ⅡＡロケット９号機（Ｈ－ⅡＡ・Ｆ９）に

より運輸多目的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ－２）の打上げを行う。また、三菱電機株式会社

からの委託に基づき、打上後の追跡管制支援業務を行う。 

以下に、その打上げ計画を示す。 

 
１．１ 打上げ及び追跡管制支援実施機関 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 
         理事長   立 川  敬 二 
          〒182-8522 東京都調布市深大寺東町７丁目４４番１号 

 
１．２ 打上げ及び追跡管制支援の責任者 

打上げ実施責任者 

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 理事   三 戸  宰 

 

１．３ 打上げ及び追跡管制支援の目的 
（１）ＪＡＸＡがＲＳＣからの委託を受け、国土交通省航空局及び気象庁の運輸多目

的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ－２）の打上げを実施する。 

（２）ＪＡＸＡが三菱電機株式会社からの委託を受け、打上げ後の衛星追跡管制支援

を行う。 

 

１．４ ロケット及びペイロードの名称及び機数 
 

・ ロケット：Ｈ－ⅡＡロケット９号機（固体補助ロケット４本付きの標準型）１機 

・ ペイロード：運輸多目的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ－２） １基 

（ＭＴＳＡＴ－２は、Multi-functional Transport Satellite-2の略） 

       

１．５ 打上げの期間及び時間 
 
      

ロ ケ ッ ト 

機    種 

打 上 げ 

予 定 日 

打上げ予備期間 打上げ

時間帯

海面落下時間帯 

（打上げ後） 

 

 

Ｈ－ⅡＡロケット 

９号機(H-ⅡA・F9) 

 

 

 

 

 

平成18年 

2月15日 

 

 

平成18年 

2月16日 

～ 

2月28日 

   

 

15:30 

～ 

16:40 

・ 固体ロケットブースタ、固

体補助ロケット及びノズル

クロージャ 

約0～10分後

・衛星フェアリング 

約8～26分後

・第１段 

    約13～32分後

 
なお、打上げ時刻は打上げ日により変化し、打上げ時間帯は別途決定される。 
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２．打上げ計画 

２．１ 打上げ実施場所 
     （１）ＪＡＸＡの施設  

ア．種子島宇宙センター（鹿児島県熊毛郡南種子町大字茎永） 

イ．小笠原追跡所（東京都小笠原村父島字桑ノ木山） 

      ウ．クリスマスダウンレンジ局（キリバス共和国クリスマス島） 

 

２．２ 打上げの役割・責任 

本打上げにおけるＪＡＸＡとＲＳＣとの役割責任分担は下記のとおりである。 

 

（１）ＪＡＸＡの役割・責任 

ＪＡＸＡはＲＳＣからのＭＴＳＡＴ－２打上げ委託を受け、安全確保に係る業

務（カウントダウン時の総合指揮業務を含む）、組立整備作業の技術支援、発射

整備作業の実施、飛行データの取得を行う※。 
        

 

（２）ＲＳＣの役割・責任 

  ＲＳＣは、国土交通省航空局及び気象庁とＭＴＳＡＴ－２の静止トランスファ

軌道（ＧＴＯ）への打上げサービス契約を締結し、ロケット製造、組立整備作業

の実施、衛星とのインタフェースを行う。 

 

※Ｈ－ⅡＡ・Ｆ９打上げにおける役割・責任体制を下に示す。 

ＲＳＣ 
 

 

打上げサービス提供

ＪＡＸＡ 
 
 

ロケット打上げ受託 
 

国土交通省 

航空局／ 

気象庁 
 

ＭＴＳＡＴ－２調達 

ロケット打上げ 

委託契約 
衛星打上げ 

サービス契約 

[ＲＳＣ(打上サービス提供)]  
・ロケット製造 
・組立整備作業 
・衛星インタフェース 

[ＪＡＸＡ(ロケット打上げ受託)]  
・安全確保業務 

(組立整備作業等の射場作業) 
・組立整備作業の技術支援 

打上げ 5日前以前 

打上げ 4日前以降 ・衛星インタフェース ・安全確保業務 
(発射整備作業～打上げ) 
・発射整備作業及び打上げ 
・飛行データの取得 

（注）ＲＳＣは飛行安全、地上安全確保を含む必要な安全確保についてＪＡＸＡの指示に従うとと

もに、ＪＡＸＡが要求する安全に係る基準等を遵守し安全の確保に努める 

ＲＳＣとＪＡＸＡの役割・責任 
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２．３ 打上げの実施体制 

    射場整備作業及びロケット打上げの業務を確実かつ円滑に行なうため、打上げ隊を編成

する。 
ＪＡＸＡ／ＲＳＣはそれぞれの打上げ隊の指揮系統の下で連携・協力しつつ作業を

行う。安全確保については、ＲＳＣはＪＡＸＡの指示に従うとともにＪＡＸＡが要求

する安全に係る基準等を遵守し安全確保に努める。 

下図にＪＡＸＡ打上げ隊編成図を、次頁にＲＳＣ打上げ隊編成図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ＪＡＸＡ打上げ隊編成図 

企画主任 企画班 
 
情報ネットワーク管理班 
 

打
上
げ
実
施
責
任
者 

射場主任 射場班 
 

飛行安全主任 

飛行安全班 

飛行解析班 
 

打
上
げ
実
施
責
任
者
代
理 

法
定
保
安
責
任
者 

渉外主任 渉外班 

警備主任 警備班 
 

総務主任 総務班 

施設班 

打
上
げ
実
施
責
任
者
付 

ロケット主任 
 

品質管理班 
 

ロケット班 
 

Ｈ－ⅡＡﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄﾏﾈｰｼﾞｬ  

遠藤 守 

 

設備班 

 

広報班 

情報連絡主任 情報連絡班 

射場安全主任 射場安全班 
 
射点安全班 
 

 

鹿児島宇宙センター 
所長 

園田 昭眞 

 

理事／宇宙基幹 

ｼｽﾃﾑ本部長 

三戸 宰 

追跡主任 
 

軌道力学班 

企画計画班 
 
ネットワーク班 
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（参考） 

品質管理班 

設備班 

ロケット班 

広報班 

衛星安全班 

総務班 

情報連絡班 ＲＳＣ情報連絡・渉外主任 

ＲＳＣ本社総括責任者 

渉外班 

ＲＳＣロケット主任 

代表取締役 
社長 
津田 義久 

ＲＳＣ衛星支援主任 衛星支援班 

ＲＳＣ企画主任 企画班 

Ｒ
Ｓ
Ｃ
総
括
責
任
者 

本社後方支援班 

名古屋後方支援班 

ＲＳＣ打上げ隊編成図 

Ｒ
Ｓ
Ｃ
総
括
安
全
衛
生
管
理
者 

Ｒ
Ｓ
Ｃ
総
括
責
任
者
代
理 
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２．４ ロケットの飛行計画 

Ｈ－ⅡＡロケット９号機（Ｈ－ⅡＡ・Ｆ９）は、運輸多目的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ

－２）を搭載し、種子島宇宙センター大型ロケット第１射点より打上げられる。 

ロケットは、打上げ後まもなく機体のピッチ面を方位角９９．５度へ向けた後、表－

１に示す所定の飛行計画に従って太平洋上を飛行する。 

その後、固体補助ロケットを打上げ約１分３０秒後及び約１分３１秒後（以下、時間は

打ち上げ後の時間を示す。）に、固体ロケットブースタを約２分７秒後に、衛星フェア

リングを約３分５７秒後に順次分離し、約６分３６秒後には第１段主エンジンの燃焼を

停止し、約６分４４秒後に第１段を分離する。 

引き続いて、約６分５０秒後に第２段エンジン第１回目の燃焼を開始し、約１２分１

５秒後に燃焼を停止して、近地点高度約１１５ｋｍ、遠地点高度約３００ｋｍ、軌道傾

斜角３０.２度のパーキング軌道に投入される。 

その後、ロケットは赤道上空付近に至るまで慣性飛行を続け、約２４分３秒後に第２

段エンジン第２回目の燃焼を開始し、約２７分１９秒後に燃焼を停止する。 

その後、姿勢変更により機体をＭＴＳＡＴ－２分離方向へ向け、約２８分１０秒後に、

近地点高度２５０ｋｍ、遠地点高度３５，９６２ｋｍ*1、軌道傾斜角２８．５度、近地点

引数１７９度の静止トランスファー軌道上でＭＴＳＡＴ－２を分離する。 

ロケットの飛行計画を表－１に、また飛行経路を図－１に示す。 

 

＊１ 第一遠地点到達時の高度は３５,７８６ｋｍとなる。 

 

２．５ ロケットの主要諸元 

ロケットの主要諸元は下記のとおり。ロケットの形状を図－２に示す。    

     

全段 

全長（ｍ）  約５３  

全備質量（ｔ）  約３５１（人工衛星の質量は含まず） 

誘導方式  慣性誘導方式 
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２．６ ＭＴＳＡＴ－２ミッションの概要（参考） 

運輸多目的衛星新２号（ＭＴＳＡＴ－２）は、国土交通省が運用する静止衛星であり、

民間航空交通のための航空ミッションと気象観測のための気象ミッションを有する。 

ＭＴＳＡＴ－２の外観図を図－３に示す。 

 

（１）航空ミッション 

今後の民間航空交通の増大や多様化に対応するため国際民間航空機関が策定し

た将来の航空航法システム（ＦＡＮＳ）計画に基づき、航空衛星により地球規模で

均一な航空保安サービスの提供を目指す。アジア・太平洋地域における航空交通量

は飛躍的な増加傾向にあり、運輸多目的衛星を利用した航空管制システムを構築す

ることにより、洋上航空交通の安全確保管制処理能力の向上を図る。さらにＭＴＳ

ＡＴ－２の運用開始後は、平成１６年度に打上げられたＭＴＳＡＴ－１Ｒとの２機

体制による運用を行い、航空ミッションによるサービス提供について信頼性の向上

を図る。 

  

 航空ミッションの機能は次のようなものである。  

・航空通信（データ及び音声による直接通信）機能 

・ＧＰＳ補強によるナビゲーション機能 

  

（２）気象ミッション 

我が国をはじめ東南アジア、オセアニア等の各国の気象監視、天気予報等の気象

業務に資することを目的とする。 

気象ミッションは、世界気象機関が推進する世界気象監視計画の一環として、数個

の静止気象衛星等により形成される全地球観測網の一翼を担う。 

 気象ミッションの機能は、以下のとおりで、運輸多目的衛星新１号（ＭＴＳＡＴ

－１Ｒ）の機能と同様である。 

      ・イメージャによる地球の大気及び地面、海面の状態の観測 

      ・取得した画像データを地上で処理後、衛星経由で配信 

        ・気象観測データの収集及び地震・津波情報の伝達 
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 ２．７ 打上げに係る安全確保 
（１）射場整備作業の安全 
    射場整備作業の安全については、打上げに関連する法令の他、宇宙開発委員会

の策定する指針及び機構の人工衛星等打上げ基準、及び種子島宇宙センターにお

ける保安物等の取扱いに係る射圏安全管理等の規程・規則・基準に従って所要

の措置を講ずる。 

    なお、射場整備作業中は、保安物等の貯蔵及び取扱場所の周辺には関係者以外

立ち入らないよう人員規制を行い、入退場管理を行う。 

 
（２）射場周辺の住民への周知 

      射場周辺の住民に対する安全確保については、地元説明会等によりロケッ 

ト打上げ計画の周知を図り、警戒区域内に立ち入らないよう協力を求める。 

 
（３）打上げ当日の警戒 

ア．Ｈ－ⅡＡロケット９号機（Ｈ－ⅡＡ・Ｆ９）打上げ当日は、図－４に示す区

域の警戒を行う。 
イ．陸上における警戒については、機構が警戒区域の人員規制等を行うとともに、

鹿児島県警察本部及び種子島警察署及び地元協力会に協力を依頼する。 
ウ．海上における警戒については、機構が海上監視レーダ及び光学設備による監

視及び警戒船による警戒を行うとともに、第十管区海上保安本部及び鹿児島

県に協力を依頼する。また、第十管区海上保安本部鹿児島海上保安部に連絡

員を派遣し、射場と密接な連絡をとる。 

エ．射場上空の警戒については、国土交通省大阪航空局鹿児島空港事務所及び種

子島空港出張所に協力を依頼するとともに必要な連絡を行う。また、種子島

空港出張所には連絡員を派遣し、射場と密接な連絡をとる。 
オ．船舶に対しては、打上げ実施当日種子島宇宙センター内２カ所に黄旗を掲げ、

発射３０分前には赤旗に変更し、発射２分前には花火１発をあげて周知する。

打上げ終了後には花火２発をあげ、赤旗を降ろす。 
 

（４）ロケットの飛行安全 
 発射後のロケットの飛行安全については、取得された各種データに基づきロケ

ットの飛行状態を判断し、必要がある場合には所要の措置を講ずる。 

 
２．８ 関係機関への打上げ情報の通報 

（１）ロケット打上げの実施の有無に係る連絡等 

ア．ロケット打上げの実施については、打上げ前々日の１５時までに決定し、別

に定める関係機関にファックスにて連絡する。 

イ．天候その他の理由により打上げを延期する場合は、関係機関に速やかにその

旨及び変更後の打上げ日について連絡する。 

ウ．東京航空局成田空港事務所、大阪航空局鹿児島空港事務所及び種子島空港出

張所、航空交通管理センター並びに東京、福岡及び那覇の各航空交通管制部

に対して、打上げ時刻の６時間前、２時間前及び３０分前に通報するととも

に打上げ直後にも通報する。 
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（２）船舶の航行安全のための事前通報及び打上げ情報の周知 

ア．図－４に示す海上の警戒区域及び図－５に示す落下物の落下予想区域につい

て、周知を図るため水路通報が発行されるよう事前に海上保安庁海洋情報部

に依頼する。 

イ．一般航行船舶に対しては、水路通報の他、無線航行警報及び共同通信社の船

舶放送（海上保安庁提供の航行警報）により打上げ情報の周知を図る。 

ウ．漁船に対しては、漁業無線局からの無線通信及び共同通信社の船舶放送（海

上保安庁提供の航行警報）により打上げ情報の周知を図る。 

 

（３）航空機の航行安全のための事前通報及び打上げ情報の周知 

航空機の航行安全については、国土交通省からの航空路誌補足版及びノータムに

よる。このため、ロケットの打上げに係る情報について、国土交通省航空局より航

空路誌補足版としてあらかじめ発せられるよう、航空法第９９条の２項及びこれに

関連する規定に基づき、事前に大阪航空局鹿児島空港事務所に依頼する。なお、ノ

ータム発行に必要な情報については、これに加えて東京航空局成田空港事務所にも

通報する。 
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３．ＭＴＳＡＴ－２の追跡管制支援 

ＪＡＸＡは三菱電機株式会社から委託を受け、衛星追跡管制支援業務を行う。本計画書

では、打上げ隊の体制にて行う、ＭＴＳＡＴ－２の衛星分離から初期運用終了までの支援

業務の内容を示す。 

 

３．１  追跡管制の役割･責任 

     本追跡管制支援におけるＪＡＸＡと三菱電機株式会社との役割責任分担は、以下

のとおりである。 

（１） ＪＡＸＡの役割･責任 

    ＪＡＸＡは、追跡ネットワークを使用しＭＴＳＡＴ－２の追跡、追跡管制デ

ータの授受及び軌道決定を行う。 

（２） 三菱電機株式会社の役割・責任 

    三菱電機株式会社は、ＭＴＳＡＴ-２の衛星管制を、同社鎌倉製作所内に設置

される衛星管制センター（ＳＯＣ）及び筑波宇宙センター内に設置される副衛

星管制センター(副ＳＯＣ)にて行う。 

 

３．２  追跡管制支援の実施場所 

（ア） 筑波宇宙センター 

（イ） 増田宇宙通信所 第１可搬局（鹿児島県熊毛郡中種子町増田東赤山崎） 

（ウ） 沖縄宇宙通信所 第１可搬局（沖縄県国頭郡恩納村字安富祖高武名） 

（エ） 勝浦宇宙通信所 第１可搬局（千葉県勝浦市芳賀花立山） 

（オ） マスパロマス 第１可搬局（スペイン領 カナリア諸島） 

（カ） パース 第１可搬局（オーストラリア パース市） 

（キ） サンチャゴ 第１可搬局（チリ サンチャゴ市） 

    図－６にＭＴＳＡＴ－２追跡管制システム構成、図－７にＭＴＳＡＴ-２追跡管制

支援局を示す。 

 

３．３ 初期運用概要 

   ＭＴＳＡＴ－２は、Ｈ－ＩＩＡロケット９号機（Ｈ－ⅡＡ・Ｆ９）により打上げられ、

トランスファ軌道に投入される。 

   トランスファ軌道フェーズにおいては、太陽電池パドル部分展開及び 4 回のアポジモ

ータ噴射（ＡＥＦ）が実施され、ドリフト軌道に投入される。 

ドリフト軌道フェーズでは、太陽電池パドル全展開、３軸確立、アンテナリフレクタ

展開、ソーラセイル展開が行われるとともに、静止化作業が実施される。また、静止化

後レンジングが行われる。 

   図－８に静止化までの飛行計画を示す。 

 

３．４ 追跡管制支援内容 

衛星分離から初期運用終了までの間、トランスファ軌道フェーズ（５日間）、ドリフ

ト軌道フェーズ（７日間）、静止化後レンジング（２日間）が行われる。この間２４時

間体制で追跡管制支援を行う。 
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４．打上げ結果の報告等 

（１） 打上げの結果について、文部科学省、国土交通省等関係機関に速やかに通知するとと

もに、実施責任者等から報道関係者に発表を行う。 

（２） 報道関係者に対し、安全確保に留意しつつ取材の便宜を図る。 
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表１ ロケットの飛行計画 
 

距離 高度 慣性速度

時 分 秒 km km km/s

1 リフトオフ 0  0  0  0  0.4    

2 固体補助ロケット第１ペア点火 0  10  0  0  0.4    

3 固体補助ロケット第2ペア点火 0  20  0  1  0.5    

4 固体補助ロケット第1ペア燃焼終了 1  8  11  19  1.1    

5 固体補助ロケット第2ペア燃焼終了 1  18  17  26  1.3    

6 固体補助ロケット第1ペア分離 1  30  25  35  1.5    

7 固体補助ロケット第2ペア分離 1  31  26  36  1.5    

8 固体ロケットブースタ燃焼終了 1  57  53  59  1.8    

9 固体ロケットブースタ分離 2  7  65  68  1.9    

10 衛星フェアリング分離 3  57  252  143  2.8    

11 第１段主エンジン燃焼停止 6  36  790  225  5.5    

12 第１段・第２段分離 6  44  829  230  5.5    

13 第２段エンジン第１回燃焼開始 6  50  858  234  5.5    

14 第２段エンジン第１回燃焼停止 12  15  2721  302  7.7    

15 第２段エンジン第２回燃焼開始 24  3  7656  255  7.7    

16 第２段エンジン第２回燃焼停止 27  19  9244  264  10.2    

17 ＭＴＳＡＴ－２分離 28  10  9717  294  10.2    

事　　　　　　象 打上後経過時間
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図－１ ロケットの飛行経路 
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第２段エンジン（ＬＥ－５Ｂ） 

衛星フェアリング（５Ｓ型） 
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図－２ ロケットの形状   
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図－３ ＭＴＳＡＴ－２の外観図

太陽電池パネル

ソーラセイル

航空ミッション用 

アンテナ 

イメージャ

約３０ｍ

提供：三菱電機株式会社 
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座標系：ＷＧＳ－８４

I

A : 30ﾟ24'03" N, 130ﾟ58'39" E
B : 30ﾟ25'40" N, 130ﾟ58'22" E
C : 30ﾟ26'48" N, 130ﾟ59'54" E
D : 30ﾟ31'12" N, 131ﾟ02'19" E
E : 30ﾟ31'12" N, 131ﾟ22'12" E
F : 30ﾟ16'48" N, 131ﾟ22'12" E
G : 30ﾟ16'48" N, 130ﾟ57'49" E
H : 30ﾟ21'57" N, 130ﾟ57'49" E
I : 30ﾟ22'23" N, 130ﾟ57'40" E
E～F: 24.0 km  F～G: 40.6 km 

 
 

陸上警戒区域

海上警戒区域

図―４ ロケット打上げ時の警戒区域 
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図－５ ロケット落下物の落下予想区域 
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図－６ ＭＴＳＡＴ－２追跡管制システム構成 
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MELCO鎌倉製作所

提供：三菱電機株式会社
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＜初期運用＞       ：１４日間 
  トランスファ軌道フェーズ     ：５日間 
  ドリフト軌道フェーズ      ：７日間  
  静止化後レンジング        ：２日間 
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図－７ ＭＴＳＡＴ－２追跡管制支援局 
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図－８ ＭＴＳＡＴ－２飛行計画 
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